
2023年（令和５年）４月号 2特集かごしま市民のひろば

市民税や固定資産税など

使用料や手数料、
基金繰入金など

国が市の特定事業に出すお金

国から交付されるお金。使い
道は市が自由に決められる

銀行などから借り入れるお金
（返済時に国から一部補填あり）

県が市の特定事業に
出すお金などその他

260億5,678万円（9.4%）

その他
451億6,103万円
(16.2％)

歳出
(年間支出)

歳入
(年間収入）

民生費
1,415億6,756万円
（50.8%）

市税
905億627万円
（32.5%）

公債費
279億687万円（10.0%）

その他
257億4,493万円(9.2％)

地方交付税
320億円(11.5％)

土木費
232億5,504万円（8.3%）
衛生費
206億6,205万円（7.4%）
教育費
191億2,572万円（6.8%）

商工費・農林水産業費
142億6,871万円(5.1％)

消防費
60億2,927万円（2.2%）

国庫支出金
651億1,361万円
(23.3％)

市債
203億4,616万円
(7.3％)

58.3％

41.7％

自
主
財
源

依
　存
　財
　源

（
市
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
財
源
）

（
国
・
県
な
ど
か
ら
受
け
入
れ
る
財
源
）

道路や公園、区画整
理などに

市の運営・公営交通や船
舶の維持、災害復旧に

消防・救急に

商業・観光や農林水産
業の振興に

子育て支援や高齢者の
医療など福祉の充実に

市債の返済に

教育の振興に

環境や衛生の向上に

ほてん

発
展
へ
の
追
い
風
を
し
っ
か
り
つ
か
み
、

さ
ら
な
る
攻
め
の
取
り
組
み
を
展
開

一
般
会
計
当
初
予
算
２
７
８
９
億
円
の
内
訳

1

2

〝
彩
り
〞豊
か
な
ま
ち
の
創
造
に

挑
戦
す
る
積
極
予
算

　
今
年
度
の
本
市
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

当
初
予
算
は
、
４
８
９
２
億
円
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２

７
８
９
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
４
％
増
の
過
去
最
高
の
予
算
規
模

と
な
り
ま
し
た
。
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地
方
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
、「
か
ご
し
ま
国
体・か
ご
し
ま
大
会
」

の
開
催
な
ど
を
追
い
風
と
し
て
し
っ
か
り
と
つ
か
み
、
さ
ら
な
る
成
長
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
３
つ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

“成長”を後押しするための３つの重点的な取り組み

つながる人・まち　彩りあふれる　躍動都市・かごしま

歳出で最も多いのは、子育て支援や高齢者の
医療などに使われる民生費約1,416億円で、一般
会計当初予算全体の約半分を占めています。

歳入で最も多いのは市税で、昨年度に比べ固
定資産税や個人市民税などの増により約19億円
の増。地方交付税が、約11億円の増となりました。

「かごしま国体・
かごしま大会」
の開催

インバウンド
需要の回復

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

攻
め
の
取
り
組
み
で
展
開
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
日
差
し
も
暖
か
く
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に

し
な
が
ら
楽
し
げ
に
歩
く
旅
行
者
の
姿
を
見
か
け
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
観
光
客

数
が
回
復
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
で

明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
今
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
稼
ぐ
力
の
向
上
や
デ
ジ
タ
ル

の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、
攻
め
の
取
り
組
み
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
に
た
だ
戻
る
の
で
は
な
く
、
子

育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど
に
よ
り
、
人
口
減
少

時
代
に
生
き
残
り
、
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
ま
ち
と
し

て
、
さ
ら
に〝
成
長
〞し
た
鹿
児
島
市
を
築
き
上
げ
、
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
対
応
や
物
価
高
騰
な
ど
、
我
が
国
を

取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
い

の
ち
、
く
ら
し
、
し
ご
と
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
過
去
最
高
の

規
模
と
な
る
予
算
を
編
成
し
、
新
た
な
発
想
や
民
間
の

皆
さ
ん
の
知
見
な
ど
を
積
極
的
に
生
か
し
、力
強
く〝
前

に
進
む
力
〞と
、
時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
て
、
直

面
す
る
課
題
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に〝
対
応
す
る
力
〞で
、

市
勢
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
積
極
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
る
か
ご
し
ま
国
体
や
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
な
ど
を
追
い

風
に
、
市
民
や
鹿
児
島
に
想
い
を
寄
せ
る
多
く
の
皆
さ

ん
と
力
を
結
集
し
て
、
よ
り
多
く
の
魅
力
や
価
値
を
創

出
し
、
さ
ら
に〝
彩
り
〞豊
か
な
鹿
児
島
市
の
実
現
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

鹿児島市長
下鶴 隆央

令
和
五
年
度

　
当
初
予
算

多くの魅力や価値を創出し、
さらに“彩り”豊かなまちへ

“地域の稼ぐ力”向上

◇高付加価値なインバウンド
　観光地づくり
◇中心市街地のにぎわい創出
　と回遊性向上
◇地域産業の生産性と農林水産
　業の収益性の向上　

　など

◇待機児童の早期解消に向けた
　取り組み
◇妊娠・子育て中の親に寄り添
　ったきめ細かな支援の展開
◇グローバル教育など新しい時
　代に対応できる子どもの育成

など

◇「行かなくてもいい市役所」

　づくりのさらなる推進

◇交通・健康などさまざまな

　分野へのICT導入の加速

◇ICT関連産業の振興　

など

“子どもの未来輝き”推進 “ＩＣＴで住みよいまち”
推進


